
功労賞
　市民または市に縁故の深い人で、福祉、勧業、地方
自治、教育、文化などの各分野において市の発展に寄
与し、優れた功績のあった人に贈られます。

　

地
方
自
治
の
発
展
や
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
た
方
の
功
績
を
た
た
え
る
「
平
成
25

年
度
つ
が
る
市
表
彰
式
」
が
11
月
6
日
、
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
「
松
の
館
」
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
福
島
市
長
が
功
労
者
一
人
一
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
「
こ
れ
ま
で

培
っ
た
豊
か
な
経
験
と
英
知
を
も
と
に
、
つ
が
る
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
一
層
の
ご

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
式
辞
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
中
野
馨
さ
ん
が
「
栄
え
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。
私
た
ち
は
今
回
の
栄
誉
を
励
み
と
し
、
さ
ら
な
る

つ
が
る
市
の
発
展
の
た
め
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
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市
政
発
展
に
感
謝
を
込
め
て

平
成
25
年
度
つ
が
る
市
表
彰
式

　平成５年４月から平成25
年４月まで木造町行政連絡
員およびつがる市行政連絡
員として20年にわたり在職
し、行政連絡業務に精励し
行政運営に貢献した。

中野 　馨 氏
（85歳・木造蓮川）

　昭和53年８月から平成25
年２月まで稲垣村消防団員
およびつがる市消防団員と
して34年にわたり在職し、
地域住民の生命財産の保護
に努め、消防行政の発展に
貢献した。

笠井 　隆 氏
（64歳・稲垣町千年）

　平成24年8月、つがる市指
定文化財保護のため、本市に
多額の寄附をし、地域振興に
貢献した。活用事業：つがる
市指定文化財「ヤチダモ」（通
称 一本タモ)の樹勢回復(平
成25年9月20日事業完了）

内田 康正 氏
（64歳・横浜市）

　昭和57年10月から平成24
年３月まで木造町立成人病
センター副院長・院長およ
びつがる市立成人病セン
ター院長として29年にわた
り在職し、地域医療の進展
に貢献した。

加藤 　智 氏
（66歳・弘前市）

　昭和62年11月から平成25
年３月まで稲垣村吉出区長
および吉出自治会長として
25年にわたり在職し、地域
活動の推進に努め、地方自
治の振興発展に貢献した。

田村 光義 氏
（84歳・稲垣町吉出）

　昭和58年４月から平成25
年３月まで柏村行政連絡員
およびつがる市行政連絡員
として30年にわたり在職し、
行政連絡業務に精励し行政
運営に貢献した。

木村 勇作 氏
（84歳・柏鷺坂）



　

高
齢
者
の
介
護
予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
い
き
い
き
教
室
」
を
受
講
し
た
参
加
者
が
一
堂

に
集
う
「
い
き
い
き
隊
交
流
会
」
が
11
月
11
日
、
森
田
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
市
内
５
老
人
ク
ラ

ブ
（
清
水
、
福
原
、
大
館
、
広
須
、
下
繁
田
）
の
36
人
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
同
教
室
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
今
年
度
ま
で
市
内
５
地
区
で
開
催
。
昔
の
思
い
出
を
語
り
合
い
、
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
「
回
想
法
」
を

取
り
入
れ
た
活
動
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
歌
で
打
ち
解
け
合
っ
た
後
、
各
地
区
で
の
教
室
や
新
た
な
活
動
状

況
な
ど
を
報
告
し
合
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
新
し
い
仲
間
と
親
睦
を
深
め
、
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
今
後

の
活
動
に
向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

笑
顔
で
い
き
い
き
と
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　今年3月に穂波小学校か
ら昔の農具や民具の使い方
を教えてほしいと依頼がありました。最初「な
ぜ？」と思ったが、今の小学生の親はわからな
い、自分たちがやるしかないと思った。農作業
の格好をして昔の道具を使って田植えを実演し
ました。子どもたちはびっくりした様子でした。
また、ずぐりや竹とんぼなど昔のおもちゃで一
緒に遊びました。子どもたちは素直で、一緒に
なって楽しみ、我々も元気をもらった感じです。
我々もこの年になって何か役に立っているんだ
とうれしい気持ちになりました。

　高齢化が進む一方、老人クラブ
の会員は減少しています。どのよ
うな活動をすればよいか、生きがいセンターに「声
箱」というアンケート箱を設置し、意見を募ったとこ
ろ、歌や踊りといった希望が多かった。ちょうどその
頃、東日本大震災復興応援チャリティーソング「花は
咲く」がテレビやラジオでよく聞かれていたことから、
みんなで覚えて歌いたいと考え、講師を招いて教わり
ました。しかし、思ったよりも難しく、高齢者にはな
かなかついていけず、その後は童謡を取り入れたりし
ていましたが、もう一度、挑戦したいと思っています。
今後、地元の小学校や中学校の子どもたちと一緒に歌
うことを目標にがんばっていきたいと思います。

い
き
い
き
隊

交
流
会

鶴賀善宏さん（大館）が進行するレクリエーションを楽しむ参加者

下繁田老人クラブ
加藤　正彦　会長

　今日は参加してよかったです。各地区の
すばらしい活動を聞かせてもらい、皆さん
が元気にがんばっていることがわかってう
れしく思いました。皆さんの活動を参考に、
また、今日のレクリエーション体操などを
取り入れたりしながら、私たちの今後の活
動に役立てていきたいと思います。

小学校で昔の生活の授業を

福原老人クラブ
原田　禮一　会長

合唱に挑戦

大館老人クラブ
鳴海　　忍　会長




